
飛騨市民病院 中林先生から市民の皆さんへのメッセージ 

～第 1回 自己紹介と「うつさない」行動の推奨～ 

 

飛騨市民病院で、感染を制御する ICD（インフェクションコントロールドクター）という

肩書きで仕事をさせていただいている中林玄一と申します。 

 

本業は小児科 ですが、大学院のときにウイルスに関する研究で博士号を取得しており、

学生時代には、いま注目されている薬である「アビガン」 の開発者として有名な白木公康

教授に教えていただき、大学院時代にもアドバイスをいただいておりました。今回、新型コ

ロナウイルスについての対策をさせていただいていることに、不思議な御縁を感じさせて

いただいております。 

 

 さて、今回のウイルスの特徴は「病院だけで頑張っても社会全体の感染が収束しない」と、

いう事です。そのため、現在は飛騨市全体の感染症対策に関わらせていただくことで、「地

域全体が安全になるような取り組み」をさせていただいております。 

 当院は、1月の時点から準備を進めてまいりましたが、今回のコロナ対策におきましては、

「市民の皆さまが正しい知識を持つことが何よりも重要」と考えておりまして、2月には全

国で最も早く、市民向けの手引きを出させていただいております。現在も、飛騨市民病院の

ホームページの公式特設ページからご覧いただくことが可能です。 

ホームページには、他にも市民向けの有用な情報をたくさん掲載させていただいており

ます。正しい知識は武器になります。ページの見方がよく分からない場合は、家族やお知り

合いにお聞きいただき、ぜひご覧いただければ幸いです。 

 

 最後に、本日は一つだけ皆さまへのお願いがございます。 

今回のウイルスに対抗するには、まるで 「自分が感染者になったつもり」で、「他の人に

うつさないように気をつけよう！」と考える事が大変有効です。全員が「かかったつもり～

の行動」をしますと、なんと全員が「かかりにくくなったり、かからなくなってしまう」と

いう素晴らしい効果がもたらされます。そのため、外でも自宅でも、手洗いやマスクといっ

た「周囲の仲間への気遣い」をぜひ推奨いたします。 

もちろん、病院を ご利用の際にも、必ずマスクを着用した状態でご来院ください。マス

クはお手製の布マスクで問題ありませんので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 

 みんなの努力でコロナをどんどん小さくしちゃいましょう！ 
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